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n回の操作で得られる n2 個の円の半径を、 )2,,2,1( n
k kr  とする。 

 

(1) 

n回の操作で得られる n2 個の円の周の長さの和を nL とすると 
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半径 kr の円は、1回の操作で半径 kk rrrr )1(,  の 2円となり、この周の長さの和は 
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したがって、元の円の周の長さと変わらないから n
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nL は一定であり、最初は半径 1の円であるから 2 nL  ……(答) 

 

(2) 

1 回目の操作で、半径 1の円は、半径 rr 1, の 2円となる。 

2 回目の操作で、半径 r の円は、 )1(,2 rrr  の 2円となり、半径 r1 の円は、 2)1(,)1( rrr  の 2円となる。 

2 回の操作後、半径 2r の円が 1個、半径 )1( rr  の円が 2個、半径 2)1( r の円が 1個できるから 
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(3) 

n回の操作で得られる n2 個の円の面積の和を nS とすると 




n

k

kn rS
2

1

2
  

半径 kr の円は、1回の操作で半径 kk rrrr )1(,  の 2円となり、この面積の和は 
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これは元の円の面積の 122 2  rr 倍であるから n
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nS は公比 122 2  rr の等比数列であり、最初は半径 1の円であるから n
n rrS )122( 2   ……(答) 


